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今
も
残
る
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
寺
院
の
遺
跡

大
学
ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
と

建緯F美 爵冨塞曇
←

ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
あ
る
三
蔵
法
師
博
物
館
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三
蔵
法
師
博
物
館
前
庭
に
立
つ
玄
美
三
蔵
像
。

右
は
中
国
の
高
昌
故
城
の
玄
装
三
蔵
像
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ワ
ラ
ビ
、
ナ
ー
ラ
ン
ダ
、
オ
ー
ダ
ン
タ
プ
リ
、
マ

イ
ナ
マ
テ
イ
。
田
世
紀
に
栄
え
て
い
た
こ
の
４
箇
所

の
僧
院
は
偶
然
か
も
し
れ
な
い
が
同
一
の
緯
度
に
あ

る
。
こ
こ
で
は
確
か
な
記
録
の
あ
る
ナ
ー
ラ
ン
ダ
と

ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
、
そ
し
て
現
在
の
バ
ン
グ
ラ
デ

シ
ュ
の
マ
イ
ナ
マ
テ
イ
遺
跡
に
つ
い
て
歴
史
、
建
築

物
を
と
り
あ
げ
た
い
。

ど
ち
ら
の
僧
院
も
釈
尊
の
指
示
に
従
い
、
托
鉢
の

た
め
、
街
中
で
な
い
が
街
か
ら
遠
過
ぎ
な
い
郊
外
に

建
て
る
と
の
方
針
を
守
っ
て
い
る
。

僧
院
は
大
規
模
な
修
行
、
教
育
、
学
術
研
究
の
総

合
研
究
施
設
で
、
そ
れ
を
社
会
的
、
経
済
的
に
支
え

る
た
め
に
多
く
の
在
家
信
者
、
そ
し
て
多
く
の
農
村

や
街
に
住
む
人
々
の
力
が
必
要
で
あ
っ
た
。

ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
は
、
中
国
僧
玄
藥
三
蔵
の
文
献

に
よ
る
と
マ
ウ
ル
ャ
王
朝
の
ア
シ
ョ
ー
カ
王
が
紀
元

前
３
世
紀
に
建
て
た
と
伝
え
ら
れ
る
小
さ
な
祠
堂
を

そ
の
始
ま
り
と
す
る
が
、
５
世
紀
の
グ
プ
タ
王
朝
の

銅
板
刻
文
、
コ
イ
ン
な
ど
が
発
掘
さ
れ
て
い
て
、
こ

の
時
代
の
建
立
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
７
世
紀
の
ハ
ル
シ
ャ
王
朝
の
戒
日
王
が
造

ら
れ
た
銅
製
の
仏
像
も
見
つ
か
っ
て
い
て
、
こ
の
時

代
に
も
仏
教
保
護
に
力
が
注
が
れ
、
１
０
０
余
の
村
、

２
０
０
余
人
の
村
人
た
ち
が
僧
院
を
支
え
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
代
に
僧
院
に
長
期
滞
在
し
た

中
国
僧
義
浄
も
、
そ
の
著
書
の
「
南
海
寄
帰
内
法
伝
』

で
、
「
学
ぶ
学
僧
３
０
０
０
人
を
２
０
０
余
り
の
村
民

が
支
え
て
い
た
」
と
記
し
て
い
る
。
著
名
な
学
者
、

龍
樹
、
世
親
、
無
著
も
こ
こ
に
学
び
、
後
に
多
く
の

僧
侶
の
教
育
、
育
成
に
あ
た
っ
て
い
る
。
仏
教
史
跡

ツ
ア
ー
で
必
ず
訪
れ
る
と
言
っ
て
い
い
ナ
ー
ラ
ン
ダ

は
、
ま
さ
に
仏
教
が
発
展
し
た
聖
地
で
あ
る
。

ナ
ー
ラ
ン
ダ
僧
院
の
東
、
車
で
５
時
間
程
の
ガ
ン

ジ
ス
河
の
南
岸
、
ア
ン
テ
ィ
チ
ャ
ッ
ク
の
町
の
近
く

に
ヴ
イ
ク
ラ
マ
シ
ー
ラ
僧
院
の
遺
跡
が
残
っ
て
い
る
。

こ
の
僧
院
は
玄
奨
三
蔵
の
記
録
に
無
い
と
こ
ろ
か
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戸、

酌巽

閏'1
回1－

認、、
昌一 ~

歪歪

…

一
罰

佐
藤
良
純
大
正
大
学
名
誉
教
授

さ
と
う
．
り
ょ
う
じ
ゅ
ん
昭
和
７
年
東
京
生
ま
れ
。
大
正
大
学
、

同
大
学
院
、
イ
ン
ド
デ
リ
ー
大
学
院
に
学
ぶ
。
昭
和
訓
年
よ
り
大

正
大
学
で
教
鞭
を
と
り
、
教
授
、
学
科
長
を
経
て
、
平
成
例
年
退

職
、
大
正
大
学
名
誉
教
授
と
な
る
。
イ
ン
ド
へ
の
初
渡
航
は
昭
和

調
年
、
以
来
イ
ン
ド
へ
訪
れ
る
こ
と
、
㈹
有
余
回
。
著
書
に
「
ブ
ッ

ダ
ガ
ヤ
大
菩
提
寺
』
、
一
釈
尊
の
生
涯
』
な
ど
多
数
。

四＝

鎧鯆曲砧璽童泣､”ハ》
一
。

~1984年に撮影したナーランダ遺跡の
前での－枚。左端が筆者

１

８

３～･擁 向零
。

南

ヴイクラマシーラ僧院のみ

とり図。四隅に飛び出てい
るのが塔である

ら
、
９
世
紀
か
ら
昭
世
紀
の
パ
ー
ラ
王
朝
、
ダ
ル
マ

パ
ー
ラ
王
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ

の
僧
院
で
は
仏
教
学
、
哲
学
、
論
理
学
、
文
法
学
な

ど
が
教
え
ら
れ
、
ジ
タ
ー
リ
、
ア
テ
イ
ー
シ
ャ
な
ど

の
学
者
が
活
躍
し
た
。
僧
院
の
遺
跡
は
鋤
鰄
四
方
、

２
０
８
の
僧
房
が
あ
り
、
正
方
形
僧
院
の
四
隅
に
は

賜
腕
の
塔
が
立
つ
。
僧
院
の
基
壇
の
高
さ
は
２
．
２

５
勝
と
高
い
。
８
世
紀
か
ら
ｎ
世
紀
に
造
ら
れ
た
各

種
仏
像
、
観
音
像
な
ど
、
ヒ
ン
ド
ウ
ー
寺
院
、
チ
ベ
ッ

ト
寺
院
に
祀
ら
れ
る
も
の
も
多
い
。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
ほ
ぼ
中
心
コ
ミ
ラ
の
町
に
近

い
丘
陵
に
あ
る
マ
イ
ナ
マ
テ
イ
僧
院
の
遺
跡
は
６
世

紀
か
ら
喝
世
紀
の
遺
跡
が
見
ら
れ
る
が
、
中
心
と
な

る
僧
院
は
田
世
紀
パ
ー
ラ
王
朝
の
時
代
に
建
て
ら
れ

た
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
寺
院
は
異
な
っ
た
３
層
が

見
ら
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
増
築
が
重
ね
ら
れ
た
よ
う

で
、
７
世
紀
か
ら
週
世
紀
の
間
栄
え
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
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